
人の利用がある砂防設備における安全対策の現状

＜ 調査方法 ＞
各機関（４７都道府県と各地方整備局等）が人の利用がある砂防設備として管理している
施設を対象として、調査を実施。 各機関の点検・巡視などの資料から、とりまとめた。

水辺の楽校プロジェクト等により、水辺に親しむ
利用等を目的として砂防設備管理者等が設備
を設置した区域（⑤、⑥に該当）

水辺に親しむ利用等を目的として砂防設備管
理者等が設備を設置した区域ではないが、水
辺に親しむ利用等が日常的に見られる区域
（④に該当）
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〔島根県〕

資料－５



人の利用がある砂防設備の箇所数

・平成２０年１０月現在、人の利用が比較的多い砂防設備は全国に950箇所程度。
・立地場所は都市・都市周辺から山麓地、山間地にまたがる。
・利用者層は、地域の住民を対象にしたものが中心であるが、観光客など外部からの
来訪者による利用が想定されている箇所も多くある。

【施設の種類別】 【立地場所】 【利用者層】

都道府県 直轄事務所 合計

北海道 30 15 45
東北 114 36 150
関東 150 46 196
北陸 33 48 81
中部 83 50 133
近畿 130 28 158
中国 97 5 102
四国 21 7 28
九州 54 3 57
沖縄 3 0 3

計 715 238 953
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利用者向け安全対策の現状

【利用者向けの安全対策の実施】
【安全対策の実施内容】

（注意看板の設置）

（警報機等の設置）
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あり
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あり
55%
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45%

（情報周知看板の設置）
※情報の入手先が記載

※文字で危険性を訴えているもの

直轄事務所 都道府県

大雨による急な増水に備えるために!
　
　河川の上流で雨が降ると、河川の水位が急激に上昇する
ことがあるので山の天気に注意してください。

　周辺地域のリアルタイム雨量情報は、携帯電話で下記よ
り入手できます。
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人の利用がある砂防設備の利用と管理者
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258

公園的（市町村等）,

326

公園以外, 369

公園的（砂防部局）,
48

公園的（市町村等）,
48

公園以外, 142

公園的（砂防部局）,
210

公園的（市町村等）,
278

公園以外, 227

直轄事務所 都道府県

【人の利用がある砂防設備の利用と管理者】
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親水施設における管理協定の一例 （山口県頭振川みどりの砂防公園）



対策の事例 【注意喚起看板】

【一般的に設置されている看板① （砂防指定地、危険渓流の表示）】

【一般的に設置されている看板② （増水への注意喚起）】
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対策の事例 【看板の例】
【絵による表示】 【降雨情報の入手先などの情報入り】

【川遊びの知識】

〔埼玉県〕 〔和歌山県〕

〔鳥取県〕〔京都府〕



対策の事例 【情報提供機器等の設置】

沈砂地

砂防堰堤砂防堰堤 砂防堰堤砂防堰堤

雨量データ表示板の設置 警報機の設置

近傍の雨量を表示する
雨量データ表示版を設置。
【広島西部山系】

泥流検知センサーにより、泥流発生時には警報
を鳴らす警報機（サイレン）を設置。 【十勝岳】




